
厚生労働省から贈られた真新しい
こいのぼりを見上げ、目を輝かせ
る久喜保育園の園児（４月 21日・
関連記事 15ページ）

た
か
～
く
あ
が
れ
ー

こ
い
の
ぼ
り
！

復旧復興に前進
Ｐ２―9

心の交流で全国最高賞
Ｐ12
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３月 11 日に発生した東日本大
震災から１カ月半。被害額は
４ 月 18 日 現 在 で 218 億 円 を
超えました。そんな中、津波
で甚大な被害を受けた沿岸部
では、がれきの撤去など復旧
作業が行われ、被災者用の仮
設住宅の建設も進められてい
ます。復旧・復興に向けて一
歩一歩前に進む久慈市。今回
は、復旧作業の状況などをお
知らせします。（９㌻まで）

東
日
本
大
震
災

被
害
額
は

２
１
８
億
円
超

復
旧
・
復
興
に
前
進

右は震災直後、左は４月８日の久喜地区の写真。一
帯を埋め尽くしていた、がれきや漂流物はきれいに
撤去。大災害からの復旧作業は着実に進んでいます

分を告げると、外を向いて目を閉
じ、静かに祈りをささげました。
　 橋 場 菜

な

那
な

さ ん（ ６ 年 ） は「 今、
普通に生活できていることが本当
に幸せなことだと思います」と真
剣な表情。菊地愛

の り

花
か

さん（同）は「自
分の家も流されるかと思いました。
避難して自分たちは助かったけど、
まだ学校にも行けていない人もい
ます。わたしたちは幸せだと思い
ます」と津波を振り返り、” 普通 ”
である幸せを実感していました。
　 ４ 月 20 日 現 在、 東 日 本 大 震 災
による全国の死者・行方不明者は
２万 7,817 人。13 万人以上が避難
所生活を強いられています。

　東日本大震災の発生から１カ月
がたった４月 11 日。地震発生時刻
の 14 時 46 分、市内各地で１分間
の黙とうがささげられました。
　児童約 20 人が被災し、校舎にも
被害を受けた長内小学校（沢里優
子校長・児童 272 人）。６年２組の
教室では、はじめに菊池梢

こずえ

先生が
「悲しいことに津波で亡くなった人

や、まだ大変な思いをしている人
がたくさんいます。命がある幸せ
を忘れずに１分１秒を、そして家
族や友達のことを大切にしてくだ
さい」と、語り掛けました。
　じっと前を見て話に聞き入る子
どもたち。防災行政無線が 14 時 46

4.11　14:46

発生から１カ月

黙とう
で祈りささげる

　

２
１
８
億
円
は
１
年
間
の
市
の

一
般
会
計
予
算
額
以
上
。
被
害
の

大
き
さ
か
ら
、
ま
だ
把
握
し
き
れ

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
今

後
の
調
査
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に

被
害
額
が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

３
月
11
日
、
市
は
震
災
後
直
ち

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被

害
状
況
の
把
握
と
応
急
対
策
に
奔

走
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
に
は
、
震
災
か
ら
の

復
旧
と
復
興
を
速
や
か
に
、
適
切

に
進
め
て
い
く
た
め
、
復
旧
復
興

本
部
を
設
置
。
災
害
対
策
本
部
も

継
続
し
、
被
害
状
況
の
取
り
ま
と

め
な
ど
を
続
け
な
が
ら
、
被
災
地

の
復
旧
に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
は
、
被
災
者
を
支

援
す
る
た
め
の
総
合
相
談
所
を
市

役
所
内
に
設
置
。
８
日
に
は
、
被

災
者
へ
の
支
援
情
報
を
ま
と
め
た

災
害
復
興
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も

発
行
し
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
一
歩
一

歩
前
に
―
。
一
日
も
早
い
復
旧
と

復
興
を
目
指
し
、
市
は
今
後
も
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

３
月
11
日
14
時
46
分
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
。
発
生
か
ら
１

カ
月
が
た
ち
、
被
害
の
甚
大
さ
が

数
字
に
も
表
れ
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
現
在
で
市
が
ま
と
め

た
被
害
額
は
２
１
８
億
円
以
上
。

内
訳
を
み
る
と
、
沿
岸
部
に
立
地

す
る
事
業
所
や
工
場
な
ど
、
商
工

関
係
の
被
害
額
が
最
も
大
き
く
約

94
億
円
。
魚
市
場
や
加
工
場
、
漁

船
、
漁
具
な
ど
を
含
む
水
産
関
係

の
被
害
は
約
88
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

区分 被害額 備考
社会福祉施設 91 万円 保育園、デイサービスセンター

衛 生 施 設 1 億円 水道、し尿処理施設など

消 防 施 設 7,430 万円 防災行政無線、屯所など

観 光 施 設 8 億 9,898 万円 もぐらんぴあなど

商 工 関 係 94 億 9,572 万円 事業所、工場など

農 業 関 係 1 億 5,547 万円 レストショップなど

林 業 関 係 4 億 1,300 万円 林業施設

水 産 関 係 88 億 3,567 万円 魚市場、加工場、漁船など

漁 港 施 設 等 10 億 6,450 万円 汚水処理場など

土 木 施 設 7 億 2,874 万円 道路、公園、下水道など

学 校 施 設 60 万円 小・中学校

教 育 関 係 5,211 万円 体育・文化施設など

通 信 関 係 2,626 万円 夢ネット設備など

計 218 億 4,626 万円

被
害
は
年
間
予
算
以
上

震災被害額　（4月 18 日現在）

※金額は１万円未満を四捨五入しています

復
旧
復
興
全
力
尽
く
す
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久喜漁港内に沈んだ漁具や網を引き上
げる様子をじっと見つめる漁業者。後
姿からは複雑な心境がうかがわれます

力
強
く

産
業

漁
港
や
事
業
所
な
ど
復
旧
に
一
歩
一
歩

復旧・再開
に向けて

拠
点
と
な
っ
た
北
日
本
造
船
㈱
久

慈
工
場
で
は
、
が
れ
き
の
撤
去
や

施
設
の
応
急
・
復
旧
作
業
を
い
ち

早
く
ス
タ
ー
ト
。
事
業
の
早
期
再

開
に
向
け
て
、
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

再
開
を
目
指
す
企
業
は
ほ
か
に

も
。
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
と
て

つ
も
な
く
厳
し
い
状
況
に
陥
る
中
、

何
と
か
活
路
を
見
出
そ
う
と
各
企

業
が
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

大
震
災
で
、
特
に
大
き
な
被
害

を
受
け
た
の
は
、
商
工
関
係
と
水

産
関
係
で
し
た
。
大
津
波
に
よ
り
、

沿
岸
部
に
立
地
す
る
事
業
所
や
工

場
な
ど
は
、
全
壊
や
損
壊
な
ど
の

被
害
が
多
数
。
水
産
関
係
は
漁
港

や
作
業
場
な
ど
の
施
設
だ
け
で
な

く
、
船
や
漁
具
も
流
さ
れ
、
大
き

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

商
工
関
係
へ
の
被
害
の
内
訳
は
、

商
業
関
係
が
57
社
、
工
業
関
係
が

48
社
（
４
月
18
日
現
在
）。
な
か

に
は
、
稼
動
開
始
か
ら
数
年
し
か

経
過
し
て
い
な
い
工
場
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
早
く
も
再
開
に
向

け
て
動
き
出
し
て
い
る
企
業
も
あ

り
ま
す
。
平
成
18
年
６
月
に
本
格

操
業
を
開
始
し
、
雇
用
の
一
つ
の

再
開
を
目
指
し
て
奮
闘

再開に向け、作業を進める北日本造船の職員

つらさ、
悲しみ、
こらえて前に―

2０11.５.1号� ４

港
に
入
港
。
震
災
後
初
と
な
る
大

型
船
の
入
港
は
、
少
し
ず
つ
復
旧

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け

ま
し
た
。
現
在
も
各
漁
港
で
は
、

堆
積
物
の
撤
去
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

甚
大
な
被
害
に
直
面
す
る
中
、

漁
業
者
も
復
興
に
向
け
て
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
す
。（
水
産
業
被

害
の
概
要
は
上
表
）

　

津
波
で
失
っ
た
分
の
漁
船
を
少

し
で
も
確
保
す
る
た
め
、
久
慈
市

漁
業
協
同
組
合
（
皀
健
一
郎
組
合

長
）
は
震
災
直
後
の
３
月
13
日
に

１
２
０
隻
を
発
注
。
一
日
で
も
早

く
―
と
の
思
い
か
ら
、
３
月
30
日

に
は
魚
市
場
で
の
競
り
も
再
開
し
、

浜
に
活
気
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。

　

現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る
漁
村

集
落
の
復
旧
作
業
を
支
援
す
る
た

め
、
東
北
地
方
整
備
局
は
桑
畑
、

横
沼
、
半
崎
、
玉
の
脇
の
４
つ
の

漁
港
に
大
型
テ
ン
ト
を
設
置
。
依

然
、
厳
し
い
な
が
ら
も
、
状
況
は

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

漁
船
や
漁
具
の
確
保
、
施
設
の

整
備
な
ど
、
課
題
は
ま
だ
あ
り
ま

す
が
、
漁
業
者
は
復
旧
・
復
興
へ

と
力
強
く
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

津
波
に
よ
る
被
害
は
陸
上
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
船
や

土
砂
を
陸
地
に
押
し
上
げ
た
だ
け

で
な
く
、
自
動
車
や
重
機
な
ど
を

海
へ
と
引
き
ず
り
込
ん
だ
大
津
波
。

震
災
後
、
海
中
の
状
況
は
激
変
し
、

堆
積
物
は
航
行
の
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

港
湾
を
管
理
す
る
県
は
、
久
慈

港
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

海
中
に
堆
積
し
た
異
物
の
撤
去
作

業
を
直
ち
に
開
始
。
３
月
25
日
に

は
、
大
型
船
が
入
港
で
き
る
ま
で

に
復
旧
し
ま
し
た
。

　

港
湾
機
能
の
回
復
に
よ
り
、
３

月
26
日
に
は
、
救
援
物
資
を
積
ん

だ
国
土
交
通
省
の
大
型
し
ゅ
ん
せ

つ
兼
油
回
収
船
「
白
山
」
が
久
慈

NEWS

活気づく港
宮古・釜石船が
久慈で水揚げ

３

１

２

１／入港したトロール船
２�／魚の入った箱を手際よ

く港に揚げる乗組員
３／スケトウダラ、マダラ
　のほか、カレイなども水
　揚げされました

　４月５日、宮古市と釜石市のトロール船（底引き
網船）９隻が久慈港に入港し、スケトウダラ約 20
㌧とマダラ約５㌧などを水揚げ。威勢のよい漁業者
の声が飛び交い、港が活気づきました。
　震災後、他地区の船が久慈港で水揚げするのは
初めて。津波により大きな被害を受けた久慈港で
すが、応急作業などにより、かろうじて機能を確保。
他の港に比べて条件が整っていたことから、宮古、
釜石からの船を受け入れることができました。
　工藤募

つのる

さん（宮古市）は「久慈なら船が着けられ
るということで入港しました。ありがたいことで
す。この船にも家をなくした仲間がいます。普段に
比べれば魚の量も質もあまりよくありませんが、稼
いでいれば嫌なこと、つらいことも忘れられます。
黙っているよりはいいですね」と、額の汗をぬぐっ
ていました。

港
湾
機
能
は
早
期
回
復

区分 概要
公 共 施 設 市営魚市場など８施設
民 間 施 設 市漁協食品加工場など 559 施設
漁 船 流出、損傷など 575 隻
漁 具・ 魚 網 漁具約 500 人分、定置網 23 式　ほか
漁 港 施 設 等 桑畑漁港ほか計 13 施設

水産業被害の内訳（４月 18日現在）　

「白山」から降ろされる救援物資

意
欲
を
燃
や
す
漁
業
者
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最
も
被
害
が
多
い
地
区
は
長
内

地
区
で
、
全
壊
が
１
１
２
棟
、
大

規
模
半
壊
30
棟
、
半
壊
２
５
０
棟
、

一
部
損
壊
80
棟
の
計
４
７
２
棟
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
住
家
で
は

夏
井
・
久
慈
湊
地
区
が
２
０
２
棟

で
、
最
も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
の
被
災
地
に
は
、
す

さ
ま
じ
い
量
の
が
れ
き
や
漂
流
物

が
散
乱
。
車
の
通
行
に
も
支
障
を

き
た
す
ほ
ど
で
し
た
。
市
は
直
ち

に
、
が
れ
き
な
ど
の
撤
去
作
業
に

着
手
。
地
域
や
事
業
者
と
連
携
し
、

急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

（
が
れ
き
な
ど
の
撤
去
の
状
況
は

下
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

が
れ
き
な
ど
災
害
廃
棄
物
の
仮

置
き
場
も
、
は
じ
め
は
地
区
ご
と

に
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
作
業

の
進
行
に
合
わ
せ
て
徐
々
に
集
約
。

現
在
は
平
沢
地
区
の
仮
置
き
場
を

拠
点
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
た
沿
岸
部
な
ど
の
家
屋
。
そ

の
数
は
４
月
19
日
現
在
で
９
７
３

棟
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。（
左
表
）

玉の脇地区

住
居

久慈湊地区

撤去の状況

が
れ
き
撤
去
、
仮
設
住
宅
も
建
設
進
む

が
れ
き
撤
去���

急
ピ
ッ
チ
確
保
へ

被災者の
生活拠点

直後４／８直後４／８

地区名 全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 計
久 慈 1（0） 0（0） 1（0） 15（14） 17（14）
小 久 慈 0（0） 0（0） 0（0） 1（1） 1（1）
侍 浜 2（0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（0）
夏井・湊 115（26） 41（22） 109（55） 130（99）395（202）
長 内 112（17） 30（4） 250（94） 80（46）472（161）
宇 部 56（12） 14（8） 11（4） 5（4） 86（28）

計 286（55） 85（34）371（153）231（164）973（406）

被害家屋の棟数　（4月 19 日現在）

※棟数は住家・非住家の合計。（　）内は住家のみの棟数

旧長内中学校敷地内で建設が進
められる仮設住宅（４月 21日）

拠点づくり
着々と―
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中
心
部
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
野
田
村
の
避
難
者
に
も
同
住

宅
の
部
屋
を
提
供
。
４
月
19
日
現

在
、
同
住
宅
長
内
宿
舎
、
大
川
目

宿
舎
に
は
計
50
世
帯
が
入
居
し
て

い
ま
す
。（
左
表
）

　

ま
た
被
災
者
用
の
仮
設
住
宅
の

建
設
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
仮

設
住
宅
は
旧
長
内
中
学
校
敷
地
内

に
10
戸
、
旧
県
立
久
慈
水
産
高
校

の
敷
地
内
に
５
戸
を
予
定
。
４
月

中
旬
か
ら
作
業
が
始
ま
っ
た
旧
長

内
中
分
は
、
５
月
中
旬
に
完
成
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
は
順
次
、
仮
設
住
宅

へ
。
少
し
で
も
早
く
被
災
者
の
生

活
拠
点
を
確
保
す
る
た
め
、
懸
命

な
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
直
後
、
避
難
者
は
最
大
で

２
９
１
６
人
。
電
気
や
水
道
な
ど

が
復
旧
す
る
に
つ
れ
て
避
難
所
は

統
合
、
避
難
者
も
自
宅
な
ど
に
戻

り
ま
し
た
が
、
家
を
流
さ
れ
る
な

ど
し
た
人
は
、
そ
の
後
も
避
難
所

で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

（
市
内
の
避
難
所
は
３
月
28
日
に

す
べ
て
閉
鎖
済
み
）

　

市
は
、
市
内
に
２
つ
あ
る
雇
用

促
進
住
宅
を
避
難
者
の
当
面
の
生

活
拠
点
と
す
る
た
め
、
利
用
可
能

な
空
き
部
屋
の
改
修
を
行
い
、
３

月
24
日
か
ら
避
難
者
の
受
け
入
れ

を
始
め
ま
し
た
。

小袖地区久喜地区

VOICE

地域や役所

皆に感謝
てありがたくて涙が出る思いです。
　住宅の手配など、市役所の対応
も早く感謝しています。今回の震
災で初めて市役所の必要性と、人
間は一人で生きていけないことを
強く感じました。
　元の生活に戻るまで、何年かか
るか分かりませんが、頑張るしか
ないですね。皆さんに感謝しなが
ら、一日一日を大切に
していきたいです。

　東日本大震災が発生した３月 11
日、わたしは自宅にいました。地
震の後、すぐに避難したおかげで
無事でしたが、自宅はすべて流さ
れてしまいました。
　久喜保育園での避難所生活では、
たくさんの人に本当にお世話にな
りました。市職員には昼夜交代で
ずっと避難所についてもらい、生
活を支えてもらいました。
　消防団や女性部など、地元の人
たちは食事の準備や物の手配など、
何から何まで温かく接してくれま
した。船を流されるなど自分も大
変なのに、避難したわたしたちを
励ましてくれました。ありがたく

被災し、雇用促進住宅に居住

大道一
か ず

喜
き

さん（宇部町）

→「お世話になっ
た人にせめて」と
用意した礼状。
感謝の気持ちが
つづられています

直後４／８直後４／８

雇用促進住宅
大川目宿舎

雇用促進住宅
長内宿舎

久 慈 市 利 用 6 久 慈 市 利 用 23

野 田 村 利 用 14 野 田 村 利 用 7

利 用 数 計 20 利 用 数 計 30

雇用促進住宅の利用状況（４月 19日現在）

仮
設
住
宅
の
建
設
進
む
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平
成
６
年
の
開
館
か
ら
、
市
内

外
の
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
続
け
た

地
下
水
族
科
学
館
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
。

久
慈
市
を
代
表
す
る
観
光
施
設
は
、

３
月
11
日
の
津
波
に
よ
り
全
壊
。

職
員
は
避
難
し
て
無
事
だ
っ
た
も

の
の
、
約
２
０
０
種
３
千
匹
い
た

海
の
生
き
物
た
ち
は
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。

　

４
月
13
日
、
悲
し
み
に
く
れ
る

施
設
職
員
や
関
係
者
と
同
じ
よ
う

に
心
を
痛
め
、
心
配
を
し
た
「
さ

か
な
ク
ン
」
が
久
慈
市
に
。
14
日

ま
で
の
２
日
間
、
沿
岸
部
の
保
育

園
、小
・
中
学
校
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

さ
か
な
ク
ン
と
同
館
と
の
つ
な

が
り
が
始
ま
っ
た
の
は
６
年
前
。

「
よ
り
多
く
の
人
に
海
の
生
き
物

を
知
っ
て
ほ
し
い
、
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
両
者
の
思
い

が
一
致
し
、
平
成
17
年
か
ら
毎
年

同
館
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

久
慈
市
を
訪
れ
た
際
、
さ
か
な

ク
ン
は
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
子
ど
も

た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
だ
け
で
な
く
、

早
朝
か
ら
漁
港
に
も
足
を
運
び
、

漁
業
者
と
も
交
流
。
海
と
人
に
接

し
た
久
慈
市
の
こ
と
を
愛
し
て
く

れ
て
い
た
の
で
す
。

　

さ
か
な
ク
ン
が
久
慈
市
を
訪
れ

る
の
は
今
回
で
７
回
目
。
は
じ
め

に
向
か
っ
た
長
内
小
学
校
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て
到

着
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
さ
ー
か
な
ク
ー
ン
！
」
と
い

う
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
声
に
呼

「
久
慈
市
の
皆
さ
ん
や

  

も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
が

  

心
配
で
会
い
に
き
ま
し
た
」

笑
顔
の
き
っ
か
け
は
「
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
」

元
気

さかなクン
がくれた

ひ
き
込
ま
れ
て
夢
中
に

心
配
し
学
校
な
ど
訪
問

交
流

長内小学校の児童に、元気な
声で語りかけるさかなクン

2０11.５.1号� ８

ん
な
が
安
心
で
き
る
日
が
来
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
い

に
き
ま
す
！
」
と
約
束
し
、
笑
顔

で
次
の
訪
問
先
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
た
さ

か
な
ク
ン
。
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
と
の

つ
な
が
り
が
生
ん
だ
訪
問
で
し
た
。

　

同
館
を
管
理
し
て
い
た
、
あ
く

あ
ぷ
ら
ん
つ
の
宇
部
修
社
長
は
、

「
震
災
当
日
に
、
さ
か
な
ク
ン
か

ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
被
害
に

あ
っ
た
今
、
改
め
て
、
も
ぐ
ら
ん

ぴ
あ
に
対
す
る
多
く
の
人
の
〝
思

い
〟
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
、
思

い
を
募
ら
せ
ま
す
。

　

全
壊
し
た
後
も
―
。
も
ぐ
ら
ん

ぴ
あ
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
き

っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ば
れ
、
姿
を
見
せ
た
さ
か
な
ク
ン

は
「
毎
年
会
え
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
久
慈
市
の
皆
さ
ん
や
、

も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
が
心
配
で
会
い
に

き
ま
し
た
。
今
日
は
久
慈
市
で
出

会
い
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
魚

た
ち
の
絵
を
描
き
ま
す
」
と
、
あ

い
さ
つ
。
絶
妙
な
ト
ー
ク
で
笑
い

を
誘
い
な
が
ら
、
メ
バ
ル
や
カ
レ

イ
な
ど
の
絵
を
描
き
、
子
ど
も
た

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

さ
か
な
ク
ン
の
ト
ー
ク
と
絵
に

ひ
き
込
ま
れ
、
夢
中
に
な
る
子
ど

も
た
ち
。
怖
い
思
い
を
し
た
３
月

11
日
の
こ
と
は
忘
れ
、
元
気
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

桜
庭
明
日
香
さ
ん
（
５
年
）
は

「
ま
だ
余
震
も
続
い
て
不
安
で
す

が
心
が
安
ら
ぎ
ま
し
た
。
さ
か
な

ク
ン
が
来
て
く
れ
た
こ
と
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
頑
張
り
ま
す
」
と
心
を

込
め
て
お
礼
。さ
か
な
ク
ン
は「
み児童からの質問にも優しく応対

NEWS

大震災も生き延びた

希望のカメ

３

１

２

もぐらんぴあ内部の状況
１／生き物がいなくなった
　トンネル水槽
２／施設の奥までガレキが
３／奥まで流れ込んだガレ
　キや泥などの撤去作業

　地下水族科学館もぐらんぴあで、アオウミガメ１
匹、カブトガ二６匹のほか小さい魚やエビなどの生
存が確認され、４月 7 日、八戸市水産科学館マリ
エントに引き渡されました。
　もぐらんぴあは津波で全壊。地下の水族館部分
も奥までガレキが流れ込み、生き物の生存は絶望
視されていました。しかし３月 13 日、もぐらんぴ
あの職員がウミガメなどの生存を確認。交流があっ
たマリエントでは、受け入れを快く承諾しました。
　マリエントの吉井仁

ひ と

美
み

館長は「涙が出る思いで
す。職員全員で大事にします。いつか、あずかった
生き物たちを返せる日が来ることを願っています」
と涙ながらに話していました。
　過酷な状況下を、奇跡的に生き延びたウミガメた
ち。その力強い生命力は、もぐらんぴあの関係者に
希望を与えました。

心を込めてお礼をした桜庭さん

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

今
改
め
て
感
じ
る
思
い

　もぐらんぴあがなくなって
さみしいです。でも、さかな
クンが久慈市を心配してくれ
たのがうれしい。今日はたく
さん笑って元気になりました。
また来てほしいです。

　さかなクンは絵が上手。フ
グに毒があることも教えてく
れました。さかなクンが来て
くれて、前よりもっと元気！
一緒に来てくれた、もぐちゃ
んもかわいかったです。

心配してくれてうれしい
四役真理奈ちゃん（長内小４年）

来てくれて、もっと元気！
宅石和樹くん（長内小２年）
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■
県
外
■

【
北
海
道
】
▼
ホ
ー
マ
ッ
ク
（
株
）

【
青
森
県
】
▼
ア
ン
ク
ル
イ
ン
ド
レ

ス
ト
ラ
ン
▼
八
戸
市
【
宮
城
県
】
第

一
法
規
（
株
）
▼
（
社
）
日
本
土
木

工
業
協
会
東
北
支
部
【
群
馬
県
】
▼

後
藤
新
連
合
後
援
会
【
千
葉
県
】
▼

嶋
野
義
晃
【
東
京
都
】
▼
（
株
）
ア

イ
ケ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▼
Ｉ
Ｄ

Ｏ
フ
ー
ズ
（
株
）
▼
（
株
）
ア
ド
リ

ベ
ラ
ル
▼
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会

▼
共
栄
海
運
（
株
）
▼
全
国
食
生
活

改
善
推
進
員
団
体
連
絡
協
議
会
▼

（
株
）
電
通
東
日
本
【
神
奈
川
県
】

▼
池
田
岩
夫
▼
下
山
桂
代
子
【
三
重

県
】▼
三
重
県
遠
洋
船
船
員
組
合【
佐

賀
県
】
▼
多
久
市
【
県
外
】
▼
匿
名

２
件

■
県
内
■

【
盛
岡
市
】
▼
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ

Ｅ
▼
橋
市
米
穀
店
▼
盛
岡
市
【
二
戸

市
】
▼
ク
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

【
普
代
村
】
▼
（
株
）
越
戸
商
店
【
九

戸
村
】
▼
サ
ラ
ダ
館
九
戸
店

■
市
内
■

【
企
業
・
団
体
】
▼
（
株
）
朝
日
▼

久
慈
商
工
会
議
所
青
年
部
▼
久
慈

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
向
洋
電
気

（
株
）
久
慈
営
業
所
▼
セ
コ
ム
㈱
▼

（
株
）
細
谷
地
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
久

慈
店
▼
盛
岡
東
京
電
波
（
株
）
久
慈

工
場

【
個
人
】
▼
磯
澤
弘
子
▼
一
沢
隆
行

▼
梶
谷
裕
子
▼
桑
田
英
子
▼
佐
々
木

八
彌
▼
下
嶽
智
美
▼
瀬
尾
ゆ
か
り
▼

堀
内
良
子
▼
三
上
揚
子

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
２
件

■
県
外
■

【
北
海
道
】
▼
荘
瞥
町
▼
久
慈
博

文
【
青
森
県
】
▼
（
株
）
ユ
ニ
バ
ー

ス
本
部
役
職
者
一
同
【
栃
木
県
】

▼
（
株
）
エ
イ
エ
ス
シ
ス
テ
ム
【
群

馬
県
】
▼
後
藤
新
連
合
後
援
会
【
埼

玉
県
】
▼
山
形
町
同
郷
会
【
千
葉
県
】

▼
日
本
郵
便
市
原
支
店
郵
便
課
伝
送

有
志
▼
佐
藤
正
文
【
東
京
都
】（
株
）

イ
ー
シ
ス
テ
ム
▼
税
理
士
法
人
市
川

会
計
▼
東
京
電
波
（
株
）
▼
日
本
共

産
党
中
央
委
員
会
▼
石
田
弘
信
・
洋

子
▼
林
弘
子
▼
牟
田
潤
【
神
奈
川

県
】
▼
片
山
▼
西
郷
征
弘
▼
白
井
啓

也
・
三
船
久
蔵
十
段
親
戚
一
同
▼
長

島
百
萌【
兵
庫
県
】
▼
播
磨
政
征【
県

外
】
▼
匿
名
３
件

■
県
内
■

【
盛
岡
市
】
▼
新
日
本
設
計
㈱
東
北

支
社
▼
㈱
流
通
技
研
土
日
ジ
ャ
ン
ボ

市
大
釜
店
▼
澤
田
優
子

■
市
内
■

【
企
業
・
団
体
】
▼
（
有
）
大
畑

建
機
▼
久
慈
消
防
団
第
８
分
団
▼

（
有
）
九
戸
印
刷
▼
（
株
）
ジ
ュ
ー

ク
ス
従
業
員
一
同
▼
田
屋
町
ふ
く
し

サ
ロ
ン
ほ
っ
こ
り
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
ホ
ッ
ト
タ
ウ
ン
▼
門
前
保

育
園
職
員
一
同
▼
理
容
カ
ヌ
カ
▼
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｉ

【
個
人
】
▼
間
キ
ヨ
▼
糸
坪
フ
ミ
子

▼
加
差
野
誠
▼
梶
谷
幸
則
▼
鹿
糠
好

一
▼
鹿
糠
満
里
子
・
み
ち
恵
▼
黒
沼

忠
雄
▼
下
舘
フ
ミ
▼
鈴
木
優
子
▼
砂

子
秀
男
▼
田
代
好
▼
田
代
利
男
▼
津

田
和
宏
▼
外
里
文
人
▼
中
野
禎
悦
▼

吉
田
省
三

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
３
件

■
口
座
振
替
■

▼
ア
サ
ワ
・
マ
サ
オ
▼
ア
ビ
ル
・
ト

ヨ
ノ
▼
ア
リ
カ
ワ
・
ケ
イ
コ
▼
イ
ト

ウ
・
イ
サ
ム
▼
オ
オ
サ
ワ
・
ヒ
ロ
キ

▼
オ
オ
モ
リ
・
ヨ
ウ
エ
ツ
▼
オ
グ

ラ
・
ミ
ド
リ
▼
カ
ヌ
カ
・
ミ
ノ
ル
▼

サ
サ
キ
・
ク
ミ
▼
シ
オ
ミ
・
テ
ル
ヤ

▼
シ
カ
ノ
・
ア
キ
コ
▼
ソ
ト
ノ
・
ノ

ボ
ル
▼
ダ
イ
ス
キ
ナ
ク
ジ
シ
ヘ
▼
タ

ハ
ラ
・
ダ
イ
ス
ケ
▼
タ
ム
ラ
・
ア
キ

コ
▼
ト
ミ
ザ
ワ
・
ナ
オ
シ
▼
ナ

カ
ニ
シ
・
ヨ
ウ
ス
ケ
▼
ハ
グ

ラ
・
ト
シ
ヒ
コ
▼
ハ
ラ
ダ
・
カ

ズ
ヨ
シ
▼
フ
ジ
ワ
ラ
・
ハ
ル
ミ

▼
マ
ス
モ
リ
・
ノ
ボ
ル
▼
ヨ
コ

シ
マ
・
ツ
カ
サ
▼
ヨ
ナ
イ
・
ノ

ブ
コ
▼
匿
名
３
件

▼
夏
の
会
▼
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ミ
ネ
ラ
ル

（
株
）
▼
（
有
）
や
ま
し
た

　

断
水
時
な
ど
に
、
被
災
者
や

支
援
者
に
対
し
て
、
お
風
呂
を

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
久
慈
健
康
ラ
ン
ド
古
墳
の
湯

▼
久
慈
サ
ウ
ナ
▼
侍
の
湯
き
の

こ
屋
▼
新
山
根
温
泉
べ
っ
ぴ
ん

の
湯
▼
平
庭
山
荘
し
ら
か
ば
の

湯

救
援
支
援
物
資

【振込】
岩手銀行久慈中央支店

普通預金 057188
久慈市地震災害義援金

※入金前に下記まで
連絡をお願いします

社会福祉課☎ 52 － 2119

【現金】
市役所で受け付け中

義
援
金

寄
付
金

※可能な限り、支援者からの申し出などに基づいて掲載しましたが、名称などに間違いがあ
ることも考えられます。申し訳ございませんが、ご了承くださいますようお願いいたします

被災者への救援支援物資、義援金、市への寄付金

４月１日～ 10日受付分

【おわびと訂正】
　広報４月 15 日号に掲載
した救援支援物資の支援
者名に誤りがありました。
おわびして訂正します。

正　日吉町町内会
誤　下日吉町町内会

お
風
呂

　東日本大震災で大きな被害を受けた本市
に、多くの救援支援物資や義援金、市への寄
付金が、全国各地から寄せられました。４月
１日～ 10 日の受付分は次のとおりです。（敬
称略）熱い支援ありがとうございます。熱い支援に感謝
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Ｑ．借家の場合の支援
　　制度は？
　津波で借家が被害を受け
ました。被災者生活再建支
援制度は、持ち家ではない
場合も利用できるのでしょ
うか？

Ａ．借家でも支援が
　　受けられます
　被災者生活再建支援制度
による支援金は、住宅が被
害を受けた世帯に支給され
ます。住宅は「借家」であっ
ても対象です。
　例えば津波で借家が全壊
した場合には、基礎支援金
100 万円の支給が受けられ
ます。

Ｑ．住宅が半壊の場合
　　の支援は？
　津波で住宅が被害を受け
ましたが、り災証明書では
半壊の認定でした。この場
合、被災者生活再建支援制
度は利用できないのでしょ
うか？

Ａ．半壊でも支援が
　　受けられる場合も
　半壊でも被災者生活再建
支援制度を利用できる場合
があります。周囲への危険
を避けるためにやむを得ず
解体した場合や、補修費が
高額となるためやむを得ず
解体した場合などです。
　申請するには、住宅建物
の滅失登記簿などが必要に
なります。

生活トラブル

Ｑ＆Ａ
久慈ひまわり基金

法律事務所（☎ 61-1818）
峯田幹大弁護士

災害に関する

１

２

INFO

自費でがれき処理した人へ
問生活環境課☎ 54 － 8003

　国では、自費でがれきの処理や家
屋を解体した人への救済策を検討し
ています。詳しくはお問い合わせく
ださい。
　また、これから解体撤去をしよう
としている人もご相談願います。

被災車両の撤去について
問生活環境課☎ 54 － 8003

　被災した車両は、原則、所有者自
身で撤去・処理することになってい
ます。まだ撤去・処理していない人は、
早めにお願いします。
　市では今後、復旧作業や平常時の
生活に支障があると思われる被災車
両を撤去し、一時保管します。被災
車両をお探しの場合など、詳しくは
お問い合わせください。

国保・窓口負担を免除
問市民課☎ 52 － 2118

　次のいずれかに該当する人は、そ
の旨を医療機関の窓口で申し出ると、
窓口での一部負担金の支払いが免除
されます。（期間…平成 24 年３月ま
で　※詳細は後日お知らせします）

１住家の全半壊、全半焼またはこ
　れに準ずる被害を受けた人

２主たる生計維持者が次のいずれ
　かの状況になった場合
　◇死亡または重い傷病
　◇行方不明
　◇業務廃止、休止
　◇失業して現在収入がない

３原子力災害対策特別措置法の規
　定による避難などをした人

※上記に該当することが後で判明した場合
　窓口で支払った一部負担金が後日還付さ
　れることがあります。領収書は大切に保
　管しておいてください

久慈市に避難
してきた人に
情報をお届け
します

　久慈市役所に氏名などの情報を提供いただければ、
避難前にお住まいの県や市町村からのお知らせをお
届けできるようになります。
　窓口は市役所１階・市民課（☎ 52 － 2117）です。
詳しくはお問い合わせください。

久慈市災害見舞金　申請は５月 16 日（月）まで

問社会福祉課☎ 52 － 2119

　全国各地から久慈市に寄せら
れた義援金の中から、久慈市で
被災した世帯に対して、当面の
生活費に充てるための見舞金を
支給します。（給付対象、金額な
どは右表をご覧ください）

▶申請に必要なもの
　①印鑑（認め印）
　②世帯主名義の預金通帳
▶申請受付期間
　５月 16 日 ( 月 ) までの
　平日９時～ 17 時
▶申請受付場所
　東日本大震災被災者総合相談
　所（市役所東側）

給付の対象 金額 申請の有無

人
的

死亡 10 万円 不要
（市が調査して支給）行方不明 10 万円

重傷 5 万円 必要

住
宅

全壊 10 万円 　被災者生活再建支
援 制 度 の 申 請 者 は、
見舞金も申請したも
のとして対応します。
　見舞金を希望しな
い人はお申し出くだ
さい。

大規模半壊 7 万円

半壊解体 5 万円

半壊 5 万円 必要
※重傷…医師の治療を受けた（治療が必要な）人
　のうち、１カ月以上の治療を要する見込みの人
　が対象です。ただし内科的な疾病は対象外です
※住宅…久慈市で生活していた住宅が被害を受け
　た場合が対象です

○福祉や障がいに関する相談　　　社会福祉課☎ 52 － 2119
○体とこころの相談　　　　　　　保健推進課☎ 61 － 3315
○介護保険や高齢者に関する相談　介護支援課☎ 61 － 1112

地域包括支援センター☎ 61 － 1557

悩みなど
ご相談
ください
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全
国
で
最
高
の
評
価
―
。

　

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
体
験
学

習
協
会
」
が
３
月
９
日
、
第
８
回

オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
（
農

林
水
産
省
な
ど
主
催
）
の
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
。
県
内
で
初
め
て
最

高
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
大
賞
は
、
都
市
と
農
山
漁
村

の
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
。

今
回
は
全
国
で
計
15
の
団
体
・
個

人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
発
足
し
た
同
協
会

は
、
地
元
住
民
や
旅
行
会
社
、
学

校
と
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、

山
・
里
・
海
の
自
然
や
暮
ら
し
を

生
か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
を
実
施
。
市
と
一
体
と
な
っ
て
、

仙
台
市
や
首
都
圏
を
中
心
と
し
た

中
学
・
高
校
の
教
育
旅
行
な
ど
を

受
け
入
れ
、「
心
と
心
の
交
流
」

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
取
り
組
み
が
全
国
で

評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
交
流

活
動
に
広
が
り
と
継
続
性
が
あ
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
た
体
験
内
容
に
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
が
あ
る
こ
と
。
審
査
委
員
の

講
評
に
は
「
他
地
域
の
参
考
に
な

る
点
が
数
多
く
あ
る
」
と
の
コ
メ

ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　

内
間
木
美よ

し

治は
る

副
会
長
は
「
旧
山

形
村
で
約
30
年
前
か
ら
都
市
と
の

交
流
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
体

験
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
で
す
」

と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

受
賞
は
、
関
係
者
の
努
力
と
、

久
慈
市
で
交
流
を
深
め
た
人
た
ち

の
笑
顔
の
結
晶
。
今
後
、
交
流
活

動
の
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会

オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

心
の
交
流
で

全
国
最
高
賞

県
内
で
初
の
栄
誉

他
地
域
の
参
考
に

昨年度の教育旅行の受け入れ風景。教えられな
がら、一緒に作業し、つながる心。都会から来
た生徒にとっては、すべてが貴重な体験です

　

今
年
も
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

が
始
ま
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
、
学
校
か
ら
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
５

月
は
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
中
学
校

６
校
、
計
８
６
５
人
の
受
け
入
れ

が
決
定
。
震
災
で
漁
業
体
験
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
都
会
の

生
徒
た
ち
は
豊
か
な
自
然
の
中
で

人
と
ふ
れ
あ
い
、
農
業
や
林
業
な

ど
を
体
験
し
ま
す
。

　

受
け
入
れ
に
向
け
て
、
４
月
11

日
に
は
民
泊
受
入
者
へ
の
説
明
会
、

25
日
に
は
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
へ
の
説
明
会
を
開
催
。
教
育
旅

行
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
か

ら
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

震災の中、５月は仙台市の６校が久慈に

受け入れに真剣

気
は
抜
か
ず
、
入
念
に
準
備
を
整

え
ま
し
た
。

　

民
泊
説
明
会
に
は
約
20
人
が
出

席
。
受
入
日
程
の
説
明
後
、
や
け

ど
や
ケ
ガ
、
事
故
な
ど
が
起
き
た

際
の
応
急
手
当
の
方
法
を
学
ぶ
防

火
・
防
災
安
全
管
理
講
習
、
食
中

毒
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
衛
生
管
理

講
習
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
講
師
の
説
明
に
真
剣

に
聞
き
入
り
、
注
意
事
項
な
ど
を

念
入
り
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

飾
ら
ず
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
生

活
を
体
験
し
て
も
ら
う
教
育
旅
行
。

今
年
も
心
の
交
流
で
、
生
徒
に
も

受
け
入
れ
側
に
も
、
た
く
さ
ん
の

感
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

５／９（月）ー 11（水）
仙台市立将監中学校　   223 人

５／ 11（水）―13（金）
仙台市立中山中学校　   146 人

５／ 13（金）―15（日）
仙台市立館中学校　　      85 人

５／ 18（水）―20（金）
仙台市立茂庭台中学校　  74 人

５／ 24（火）―26（木）
仙台市立広瀬中学校　   279 人

５／ 26（木）―28（土）
仙台市立長命ヶ丘中学校  58 人

計６校　865 人

教育旅行・５月の予定

INTERVIEW

民泊受け入れ４年目

谷地恵美子  さん
（山形町）

本当の家族のように
　震災の後でも来てくれ
るのがうれしいです。こ
れも関係者の頑張りがあ
ればこそだと思います。
　今年はどんな子が来る
か楽しみです。責任を持
って、本当の家族のよう
に接したいと思います。

インストラクター４年目

下舘純也  さん
（山形町）

” 良い経験 ”に協力を
　興味を持って体験をし
てくれると、こっちも楽
しくなります。「住みた
い」「また来たい」とい
う生徒の言葉は最高のや
りがいです。生徒が久慈
で良い経験ができるよう
協力していきたいです。

気
抜
か
ず
入
念
準
備

心
の
交
流
で
感
動
を

民泊受入説明会で、真剣に注意事項を確認する出席者
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　市と田屋町内会（大粒来勝男会
長）は３月１１日、災害時要援護者
名簿の共有について個人情報保護
に関する協定を締結しました。
　協定書への調印を終え、大粒来
会長は「安心・安全に暮らせる地
域の実現に向け、活動を進めてい
きます」と意欲。地域の支え合い
活動の活性化が期待されます。

調印後、意欲をみなぎらせる出席者

安全な地域の実現へ
市と田屋町が協定

　第２回大川目むがぁすむがすま
つりは２月２６日、大川目公民館
で開催。大川目小３年生などが地
域に伝わる昔話を方言たっぷりに
語り、観客を楽しませました。
　中森至

いたる　

くん（大川目小３年）は
「昔話も方言もおもしろい！　上

手に語れて良かったです」と笑顔
を広げていました。

手の動きもつけ、大きな声で語った児童

方言たっぷり��語った昔
大川目で昔話語り

意欲満々　新たな一歩
市内小・中学校で入学式

１／新生活への希望を胸
　に前を見つめる新入生
２／2･3年生は歌で歓迎
３／期待込める菅野校長
４／感慨深げに子どもを
　見つめる保護者
５／式後は皆で記念写真

　まめぶの家（谷地ユワノ会長）
が食材にこだわり、山形町の給食
パン・城内パンを使用した山形村
短角牛バーガーを３月に開発しま
した。谷地会長は「味や食感を工
夫。山形の美味をぜひ味わって」
とPR。１個５00円（うち１00円
は震災復興へ市に寄付）。各種イ
ベント会場で販売する予定です。

パンは２種類。ボリューム満点の絶品です

山形の美味バーガー！
短角牛バーガー誕生

　４月６日から８日にかけて市内の小・中学
校２7校で入学式が開かれ、計7１９人の児童・
生徒が、新生活をスタートさせました。
　宇部中学校（菅野次郎校長・生徒３８人）
では４月６日に入学式を開き、１５人の新入生
を温かく迎え入れました。
　礼儀正しく深々と一礼をして入場した新入
生に、菅野校長は「小学校で鍛えられた様子
が感じられ、うれしく思います。３年間、心
と体を鍛え、さらに頼もしく大きく成長して
ください」と期待。生徒会長の澤里真司くん
は「中学生として、やるべきことをしっかり
やり、宇部中生の自覚と誇りを持って頑張り
ましょう」と激励しました。
　２・３年生から合唱でのエールも受け、新
入生代表の大澤雄太くんは「大震災の中、無
事に小学校を卒業できました。宇部中の伝統
を受け継ぎ、何事にも一生懸命取り組みます」
と力を込めて誓いの言葉。意欲満々の表情で、
新たな一歩を踏み出しました。

１
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　２月２３日、高齢者と幼児の歌
声交流会（街の駅・久慈主催）が
やませ土風館で開催。久慈保育園
と中町老人クラブ白寿会が、歌と
レクで交流しました。
　時間がたつにつれて距離は縮ま
り、みんな笑顔に。最後は園児が
歌と手作りメダル、高齢者はお菓
子を園児にプレゼントしました。

一緒に歌ってふれあって、自然と笑顔に

歌とレクでみんな笑顔
高齢者と園児が交流会

　３月２0日と２６日ー２８日、大川
目中生で構成するドリームズブ
ロッコリー（小倉亜奈代表）が募
金活動。東日本大震災の被災者支
援にと、市街地などで集めた２４万
６,６５３円を市と県に寄付しました。
　藤森春香さん（３年）は「みん
な、支援したい気持ちは一緒だと
感じました」と話していました。

メンバーの大川目中３年生

支援の気持ちは皆一緒
大川目中生が募金活動

　４月１0日、厚生労働省の小宮山洋子副大臣が久
喜保育園を訪れ、こいのぼり一式と、児童書９0冊
の目録を園児に手渡し、元気付けました。
　保育園には園児や保護者など約70人が集合。小
宮山副大臣は、東日本大震災での被害を気遣いなが
ら、「保育園に来れるようになってよかったですね。
こいのぼりと絵本が届くから楽しみにしていてくだ
さい」と園児たちに優しく声を掛けました。
　代表して目録を受け取った菊地遥

は る

斗
と

くん（５歳）
と廣﨑萌

ほ の

榎
か

ちゃん（同）は目を輝かせて大喜び。温
かいプレゼントに子どもだけでなく、大人も一緒に
喜んでいました。

温かプレゼントに大喜び
久喜保育園にこいのぼり

目録を笑顔で受け取る遥斗くん（中央）。左は萌榎ちゃん

　高校生ボランティアのＳ
し ー ど

ＥＥＤ
（新里祥子代表）とグリーンピー

ス（小倉江利子代表）は３月２１
日ー２7日、東日本大震災の被災
者に向け募金活動を実施。１５５万
６,70１円を市と県に寄付しました。
　小倉さん（久慈高２年）は「人
の温かさを感じました。少しでも
力になれば」と願っていました。

少しでも被災者の力に
高校生が募金活動

※「広報リポーターの突撃取材！」は、本年度のリ
　ポーター決定後の広報６月１日号から再開します

活動に協力したＯＢ・ＯＧと一緒にパチリ

　３月２7日、長内保育園の新園舎落成式典が開か
れました。新園舎は２月４日に完成。広く、明るく、
温かくなった真新しい保育園で、子どもたちは元気
に毎日を過ごしています。
　松本順子園長は「新しい園舎ができていく過程を
ずっと見てきた分、子どもたちの喜びもひとしおの
ようです。元気いっぱいに遊ぶ姿を見ると、新しい
園舎になって本当に良かったと思います」と笑顔。
谷内智

と も

規
の り

くん（４歳）は「保育園は楽しいよ！　お
部屋もホールも大好き！」と、目を輝かせて話して
いました。

４月１９日は、こいのぼり作り。子どもたちは元気いっぱい

新園舎で元気いっぱい
長内保育園が新しく
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簡単ではないけれど、
皆で立て直していきたいね

　
「
よ
く
稼
ぐ
船
が
戻
っ
て
き
た
。

こ
れ
で
ま
た
漁
に
出
ら
れ
る
よ
」。

　

う
れ
し
そ
う
に
話
す
の
は
高
橋

敏
雄
さ
ん
。
３
月
11
日
の
大
津
波

で
高
橋
さ
ん
の
漁
船
「
第
27
優
祥

丸
」
は
流
さ
れ
た
も
の
の
、
宮
城

県
で
発
見
。
13
年
来
の
相
棒
と
奇

跡
的
な
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
も
の
す
ご
い
津
波
だ
っ
た
。
船

は
な
い
、
被
害
も
ひ
ど
い
、
も
う

海
で
は
稼
げ
な
い
か
も
と
あ
き
ら

め
て
い
た
ん
だ
よ
」。

　

そ
ん
な
中
、
海
上
保
安
部
か
ら

船
を
発
見
し
た
と
の
連
絡
が
入
り
、

４
月
５
日
に
保
管
先
の
釜
石
市
へ
。

半
信
半
疑
で
向
か
っ
た
港
に
は
、

ほ
と
ん
ど
損
傷
の
な
い
優
祥
丸
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
エ
ン
ジ
ン
も
一
発
で
か
か
り
、

本
当
に
驚
い
た
。
船
で
久
慈
に
戻

る
と
、
港
で
み
ん
な
が
待
っ
て
い

て
く
れ
た
ん
だ
よ
。『
仲
間
が
帰
っ

て
き
た
』
と
涙
を
流
す
人
も
い
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
ね
」。

　

絶
望
的
な
状
況
か
ら
の
船
の
生

還
は
、
漁
師
仲
間
や
地
域
を
も
勇

気
づ
け
る
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

約
20
年
前
、
潜
水
作
業
員
を
引

退
し
、
漁
を
始
め
た
高
橋
さ
ん
。

　
「
大
変
だ
し
危
険
も
あ
る
。
で

も
や
っ
ぱ
り
漁
は
い
い
。
今
日

は
沖
に
何
が
い
る
か
―
。
毎
朝

起
き
る
の
が
楽
し
み
だ
よ
」。

　

今
も
変
わ
ら
な
い
熱
い
思
い
。

被
害
を
受
け
た
地
域
の
漁
業
復

興
に
も
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　
「
上
り
調
子
だ
っ
た
ウ
ニ
や
ア

ワ
ビ
の
生
産
も
津
波
で
ゼ
ロ
に

戻
っ
た
。
簡
単
で
は
な
い
け
れ

ど
、
み
ん
な
で
立
て
直
し
て
い

き
た
い
ね
」。

　

漁
業
復
興
へ
力
強
く
―
。
こ

れ
か
ら
も
高
橋
さ
ん
は
相
棒
と

沖
に
出
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

高橋��敏
と し

雄
お

�さん（夏井町・71歳）

夏井漁業生産部事業部長。中学卒業後、父
と同じ潜水作業員に。30年勤めた後、漁師と
なる。家族は7人。庭木づくりが趣味の一つ。

Profile

奇
跡
的
に
再
会
果
た
す

漁船が奇跡の生還　漁業復興に意欲

回復に向かう一歩が見えた気がしました。
　悲しみの中でもボランティア活動など
から、人間の強さや助け合いの心を改め
て感じました。力を合わせれば、どんな
災害でも乗り越えられると信じています。
　アメリカの家族や友達も、みんな日本
と久慈のために祈っています！

　東日本大震災で被災した方の回復を心
から祈っています。震災後、災害ボラン
ティアとして、がれきの撤去などを手伝
わせていただきました。体力の必要な作
業でしたが、毎回多くの人が集まること
に感動。１日の終わりには、小さくてもエリカ・ワードさん

Human

きらり

輝く人

MY ★ Life     Kujiin

市内の小・中学校で英語を教えている市の英語指導助手の皆さん
が、久慈市で生活して感じたことなどを紹介するコーナーです。

感じた ” 助け合いの心 ”

熱
い
思
い
は
変
わ
ら
ず

2０11.５.1号� 1６

Books 図書館だより

村上光太郎／著
農山漁村文化協会

　春に咲く身近な草花に ” 美肌や健康
効果 ” などがあるとしたら…鑑賞だけ
ではもったいないですね！　草花の効
果や、葉・根・花の調理方法などを掲
載。春の散策が楽しみになる一冊です。

《山形図書館》

オ
ス
ス
メ
図
書 「食べる薬草辞典」

長谷川義史／作
アリス館

　よしこさんは、串かつ名人。よしこ
さんの串かつは、カップルも、おこっ
た人も、なんと泥棒さえも幸せにして
しまいます。読んでいて、思わず笑い
がこぼれる絵本です。

《市立図書館》 「串かつやよしこさん」

利
用
案
内

《市立図書館　☎ 53 − 4605》
■開館時間…９時～ 19 時（土日は 17 時まで）
■５月の休館日…２( 月 )、６( 金 )、９( 月 )、10( 火 )、
　16( 月 )、17( 火 )、23( 月 )、30( 月 )、31( 火 )
●図書館映画会…「まんがイソップ物語」などを上映
　５／7( 土 ) ① 10 時～② 15 時～
●チビッコの部屋…①５／ 14( 土 )14 時～② 28( 土 )
　14 時～

《山形図書館　☎ 72 − 3711》
■開館時間…10 時～ 18 時
■５月の休館日…２( 月 )、５( 木 )、９( 月 )、16( 月 )、
　23( 月 )、30( 月 )、31( 火 )

●巡回展・文学賞受賞図書展…５／１( 日 ) ～８( 日 )
●企画展・自然を満喫しよう！…キャンプやガーデニ
　ングなどの本を展示・貸出　５／ 10( 火 ) ～ 27( 金 )

Child 子育て支援センターだより Health 元気応援だより

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
気
持
ち
を

身
近
な
人
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

警
察
庁
の
統
計
資
料
に
よ
る
と

久
慈
・
二
戸
地
域
で
は
、
自
殺
の

原
因
が
「
わ
か
ら
な
い
（
不
詳
）」

と
さ
れ
た
場
合
が
６
割
以
上
。
周

り
に
自
分
の
気
持
ち
を
話
さ
な
い

ま
ま
亡
く
な
っ
た
人
が
多
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
、
昔
か
ら
沈
黙
を
美

徳
と
し
、
自
分
の
気
持
ち
や
悩
み

事
を
人
に
話
す
こ
と
を
た
め
ら
い

が
ち
で
す
。
し
か
し
自
分
の
気
持

ち
を
誰
か
に
話
す
こ
と
で
、
気
持

ち
が
軽
く
な
っ
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

悩
み
や
不
安
を

人
に
話
す
こ
と
で
、
解
決
の
糸

口
が
見
つ
か
っ
た
り
、
自
分
の

考
え
を
整
理
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
１
人
で
我
慢
せ
ず
に
、

ま
ず
は
身
近
な
人
に
話
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

身
近
な
人
に
は
話
し
づ
ら
い

こ
と
や
、
難
し
い
と
考
え
る
悩

み
な
ど
は
、「
久
慈
市
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
員

が
一
緒
に
考
え
、
解
決
に
向
け

た
窓
口
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

悩みや不安
話して

みませんか？

古屋敷和子主任保健師

●５／11（水）     赤ちゃんサロン  　　　  13:30～15:30
　内容「乳幼児の救命救急法」
　※予約は必要ありません
●５／12（木）    うさこちゃんの部屋　　11:00～
　※絵本の読み聞かせを行います
●５／20（金）　ひよこ教室　　    　　　10:30～11:30
　内容「はじめましての会」
●５／23（月）　園庭開放　　　　　　    10:00～11:30
　※小久慈保育園に直接お集まりください 
●５／25（水）　あそびの教室　　　　　10:30～17:00
　※対象者が決まっています。自由来所はできません
●５／27（金）　作ってあそぼう　　　　10:30～11:30
　※簡単なおもちゃを作って遊びます。参加希望者は
　　子育て支援センターに申し込みください

行事予定

■子育て支援センター☎52－3210
■対象…就学前の児童とその保護者
■利用時間…①月～金曜日８時30分～17時
　　　　　　②土曜日８時30分～13時30分
■休館日…土曜日の午後、日曜日、祝日
■利用料…無料

利用案内

市の保健師や栄養士が、健康に関する情報をお届けするコー
ナーです。皆さんの元気と健康づくりにお役立てください。

問久慈市こころとからだの
相談センター☎ 53 ー 3652
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地区名 行政連絡区長の氏名（敬称略）

久慈地区 【川貫】村田幸朗◇外舘新太郎【西の沢】澤里久【荒町】外里壽【八
日町】三船進一【十八日町】柿﨑安夫【二十八日町】桑畑貞男【中町】
晴山進一【巽町】清水民夫【柏崎】三船秀彦【本町】日向清治【川
崎町】村田東助【中央】高松一男◇下嶽一雄◇類家勉【中の橋】
生平欣一【新中の橋】山王義明【田屋町】◇大粒来勝男【新井田】
◇弥藤栄悦【湊町】◇屋形場績◇佐々木喜美雄◇七十苅良一【源道】
◇佐々木八彌【旭町・京の森】◇髙橋渉【門前】◇西政弘◇藤茂義【天
神堂】◇安田君夫◇髙畑辰巳◇吉田虎之助【栄町】◇伊藤政文◇
内久保征一【寺里】◇越廻新一◇工藤勝男【沢里・畑田】◇下平
弘◇澤山幸壽【枝成沢・大川目町長久保】◇新田芳己

小久慈町 ◇水上國雄◇水上茂◇関添文雄◇賀口春美◇柏木廣一◇上野美重子

長内町 ◇中平信正◇賀口松男◇勝田好正◇宇部利昭◇分道元一◇片岸健一
◇中野禎悦◇夘道操◇諏訪保夫◇濱欠明宏◇新井谷幸夫◇林国蔵

大川目町 ◇小倉利之◇工藤忠藏◇中田タカ子◇村田正次◇砂子秀男◇野田
勝久◇大森竹之助◇石橋敏夫◇米内徳吉◇藤森正芳◇田中正七◇
馬内弥太郎◇大下正◇山口満

夏井町 ◇夏井俊勝◇川代由勝◇水堀昭雄◇生平與志也◇上川原勇◇新井
野勉◇大内田繁◇大湊克海◇西村義夫◇宮澤千代治◇小田千代美
◇工藤政男◇下野勝雄◇川代勝重

宇部町 ◇泉澤忠男◇久世哲也◇宇部二良◇久世一彦◇宇部紘◇上山武義
◇澤里義也◇宇部繁◇廣﨑國雄◇櫻庭勲◇村塚繁好◇櫻庭松美◇
宇部金之蔵◇古山宗司

侍浜町 ◇田村英寛◇桑田辰治◇桑田雄三◇浅水満男◇久慈辰弘◇谷崎修
一郎◇菅原忠信◇越戸千江◇大向達夫◇中屋敷進◇本波壽仁◇舛
森喜美男

山根町 ◇山舘榮◇中村賢一◇大久保精一◇小上好文◇伊藤恵子◇畠山俊
郎◇橋上利彦◇遠川保雄◇米内松次郎◇菊地昭己◇韮山正一

山形町 ◇二橋修◇関利行◇鹿糠信夫◇橋本實◇小田勝正◇小笠原淳◇皆川惣
司◇松坂重男◇二又武志◇下舘靖◇中居繁隆◇茅森勉◇中屋敷幸雄

行政連絡区長を
委嘱しました

問生活環境課☎ 54 ー 8003

　次の 132 人を行政連絡区長に委嘱しま
した。区長は本年度から２年間、各地区
の皆さんと行政をつなぐパイプ役として
活動していただきます。転出入や転居な
どの際は、区長にも連絡をお願いします。

地区と行政のパイプ役

2０11.５.1号� 1８

●広告掲載に関する問い合わせは㈱レーベル '�ホーム（☎�52‒0041）まで

　次の期間、中央公民館を臨時開館
します。どうぞご利用ください。
▶�臨時開館の日時…毎月第２・第４
月曜日（祝日は除く）９時～17時
▶�期間…５月～平成24年２月まで
問中央公民館☎53－4606

中央公民館を臨時開館

　久慈地区の保健師、助産師、看護
師が、心身の健康相談や血圧測定、
ハンドマッサージなどを行います。
▶�日時…５月14日㈯11時～15時
▶�会場…ジョイス久慈長内店
問県立久慈病院☎53－6131

▶�科名…ＯＡ総務科
▶�期間…６月22日㈬～３カ月間
▶�会場…久慈職業訓練協会
▶�定員…求職者20人
▶�申し込み…６月１日㈬まで
問ハローワーク久慈☎53－3374

ま ち の 1 日 保 健 室

★本 庁 舎　☎５2－2111
★山形総合支所　☎７2－2111
★宇部支所　☎５６－2111
★侍浜支所　☎５８－2111
★山根支所　☎５７－2111
※市役所の各課の番号は直通電話
です。また、上記の代表電話から
もつながります

このページでは、くらしに役立つ
情報をお知らせします。

らしの
情報暮

I N F O RMAT I O N

　補装具（整形外科）の交付・修理
の要否判定のほか、補装具が体に合
わない場合は適合判定が受けられま
す。※当日受け付け可
▶�日時…５月６日㈮10時30分～12
時　※受け付けは11時まで
▶会場…元気の泉
問社会福祉課☎５2－2119

身体障がい者の相談

お知らせ

募集

　４月１日に久慈市の新しい花鳥木
を制定。市の新しいシンボルとし
て、皆さんに親しんでいただくため
に、花鳥木のパネルを市役所、山形
総合支所、各支所・公民館に掲示し
ました。
　市内の小・中学校にも順次掲示し
ます。ぜひご覧ください。
【久慈市の花鳥木】◆花／つつじ
◆鳥／うぐいす　◆木／しらかば
問政策推進課☎52－2115

市の花鳥木パネルを掲示

　用具・油代・事故などは参加者の
責任でお願いします。
▶�日時…①５月10日㈫②20日㈮６
時～７時　※他の日時を希望する
方は事前にご連絡ください
問大沢貞義さん　☎０9０－５８44－4132

久慈病院の草刈ろう

職 業 訓 練 の 受 講 生

自然保護のボランティア

　本年度の自動車税は納期限を延長
します。延長後の納期限と納税通知
書の発送時期は、決まりしだいお知
らせします。

【被災車両は非課税に】
　東日本大震災で使用不能や所在
不明になった自動車は、申し立て
により平成23年度からの自動車税
は課税しません。（使用可能になっ
た場合は後日課税）
　該当者はご相談ください。
問振興局県税室☎53－4986

自動車税の納期限延長

　平成23年度の市税の納期を変更
しました。口座振替の引き落とし日
も各納期の末日になります。
　また３月11日以降に到来した市
税に関する申告期限、納付期限など
は５月31日まで延長になりました。

【変更後の納期一覧】

※国民健康保険税の納期は変更なし
※期限（納期の末日）が休日に当た
るときは翌日が期限になります
問税務課☎５2－2114

市 税 の 納 期 を 変 更

１期 ２期 ３期 ４期
個人市民税 ７月 ９月 11月 １月
固定資産税 ６月 ８月 10月 12月
軽自動車税 �６月

　自然公園利用者へのマナー指導等
を行うグリーンボランティアを募集
中。対象は県内在住の18歳以上で
す。詳しくはお問い合わせください。
▶�登録期間…平成25年３月末まで
問県自然保護課　☎０19－６29－５3７4

�
��
グリーンウェイブ 2011実施中

期間は６月 15日まで。植樹や育樹を
通し生物の多様性を保全しましょう。

1９� 広報くじ№124
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１
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N
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東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

「
が
ん
ば
ろ
う
三
陸
（
市
観
光
物
産
協
会

な
ど
主
催
）」
は
４
月
15
日
か
ら
17
日
ま

で
の
３
日
間
、
や
ま
せ
土
風
館
周
辺
で
初

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
売
り
上
げ
の
一
部
を

久
慈
広
域
４
市
町
村
に
寄
付
し
よ
う
と
す

る
も
の
。
計
19
店
が
出
展
し
、
郷
土
料
理

の
ほ
か
、
短
角
牛
を
使
用
し
た
コ
ロ
ッ
ケ

や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
自
慢
の
逸
品
を
販

売
し
ま
し
た
。
久
慈
割か

っ

烹ぽ
う

着ぎ

隊
は
短
角
牛

の
ス
ー
プ
ギ
ョ
ー
ザ
の
振
る
舞
い
も
実
施
。

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
被
災
地
の
支
援
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
会
場
に
は
お
客
を
呼
び

込
む
元
気
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
５
月
１
日
～
８
日
も
、

10
時
～
15
時
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

　友達の家も津波
の被害に。大変な
状況ですがイベン
トで少しでも明る
い雰囲気をつくれ
ればと思います。

少しでも
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

特製の短角牛スープギョーザを振
る舞う久慈割烹着隊のメンバー

に
ぎ
わ
い
を

支
援
に

▶東日本大震災の発生から１カ月以上。厳しく、大変な状況で
あることに変わりはありませんが、沿岸部のがれきが撤去され
ていく様子を見ると、少しずつ前に進んでいることを感じます
▶４月１２日、山田町や大槌町、陸前高田市などを視察。見わ
たす限り無事な建物は一切なし。あまりの被害の大きさに言葉
を失いました▶それでも、各沿岸市町村も復旧・復興に向けて
立ち上がっています。山田町の電柱には「みんなで元気を取り
戻そう！」という手書きのはり紙も。力強さを感じ、逆に勇気
づけられました▶久慈も負けていられません。みんなで助け合
い、力を合わせ、復旧と復興を進めていきましょう！（八重桜）

編集後記

　　伶
れ い

奈
な

ちゃん（３歳）

上　のぼりが掲げられたイベント会場
中　土風館前の出展ブースもにぎわい
下　会場に設置された募金箱。多くの
　支援が寄せられました

赤坂理
り

沙
さ

  さん
（出展者・長内町）

　震災で互いに協
力し合う大切さを
実感。自分たちの
活動を通し、被災
した皆さんの助け
になりたいです。

活動で助けに

黒田悦
えつ

子
こ

  さん
（出展者・大川目町）

中村幸男さん、名美子
さんの孫（山形町）

　　　優
ゆ

奈
な

ちゃん（２歳）

支援に向けて  特製お振る舞い

イ
ベ
ン
ト
・
が
ん
ば
ろ
う
三
陸

ストークス
リリー

小向一也さん、聖子さん
の孫（湊町）

小向翔
しょう

大
だ い

くん（５歳・左）
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